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SUMMARY 
The present study to three agriculture problem of China, In the aspect of social work to the Han region in the 
southeast farm village based on a lot of seen patriarchal clan societies. The existing traditional culture and happy 
pursuit, Sense of values attention of demand etc Furthermore, against people's welfare and social hel, It aims it at 
the research by the basic stance, It is farmer's regional life problem and private traditional culture, The interrelation 
with the revival of the patriarchal clan organization is clarified. This report, It is the one that introduces the result 
of investigating [sou]'s patriarchal clan actual condition. 
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要 旨 
近年、経済と社会の転換期にある中国の「三農」(農村・農地・農民)問題に対する関心が高まってき
ている。しかしながら、今までの研究業績では社会保障・政策を中心に論ずることが多くを占めてお
り、ソーシャルワークの視点で村落を拠点に、その既存の伝統文化及び幸福追求、需要などの価値観
念、さらには人々の福祉と社会援助に対する基本姿勢による研究が殆ど見られない。本研究は特にこ
れらに着眼し、とりわけ東南農村の漢民族地域に多く見られる「宗族」社会を拠点とし、農民(宗民)
の地域生活問題と民間の伝統文化である「宗族」組織の復興との相互関係を明らかにする、と同時に
宗族社会の変容が地域福祉(社会的セーフティネットワークを推進する)の展開をもたらす影響につい
て言及しておきたい。本報告は、福建省閩南地域の庄氏の宗族実態を調査した結果について紹介する
ものである。 
●キーワード：  中国    閩南地区    宗族社会   地域福祉 
Ⅰ．背景及び問題提起 
近年、中国経済の急速な発展に伴って農村社会の郷村再建と体制完治の転換期に入った。1980年代
以降、「４つの近代化」の実現や「先富論」といった基本原則のもとで、都市部では「経済特区」の設
定等、また、農村部では「人民公社」の解体と同時に「生産責任制」の実施に至り付き、経済の急成
長へと成し遂げつつある（表 1）。一方、計画経済から市場経済への移行に従って、従来の福祉制度の
瓦解に地域社会の問題が顕在化してきた。その中でも特に農村地域の生活にかかわる農民の福祉問題
が目立つようになってきている。 
また、1978年以降の１人っ子政策の実施により高齢化社会に突入した（表 2）。経済の急発展に伴い
社会構造が激変し、家族の構造が伝統的大家族から核家族へと変化した。とりわけ農村地域において
は、豊かな暮らしをする前に高齢化社会を迎えているゆえに、年金制度自体も国民皆保険にはなって
いない現状にある。国家責任とした社会福祉制度の整備は不十分なため、地域格差や生活水準の落差
が拡大している。農民の生活問題は増すばかりで、貧困、年金、医療・保健、福祉(介護)など様々な
問題を抱えており、課題は山積している。 
Ⅱ．調査経過及び方法 
●調査地域：福建省閩南地区の Q港区の S鎮を中心地域とした（華僑の故郷とも呼ばれている）。 
●対象：庄氏の宗族での祠堂管理委員会メンバ （ー庄・厳宗族の長老たち）と 2つの村の村幹部ら（村
長及党支部書記等）を対象とした。 
●調査期間：2009月 8月 29日（土）～8月 31日（月） 
方法：ⅰ）個別訪問 ⅱ）座談会 ⅲ）グループ訪問 
●宗族の概念：①宗族の存在を有している。②祖先から分かれた男系の親族である。③特定区域内に
居住している。④共同の財産を所有する、の 4 つの条件を揃えることである。例えば、宗祠（祠堂）、
族譜、祖先を崇拝する儀式の共有、宗族の理念などである。今回の調査は主に以上のようなことを判
断基準として調査地域を選定した。 
●地域概要：Q 港区は福建省中部沿海の湄
び
洲湾の南岸に位置しており、人口は 36.47 万人、6 つの鎮
と一つの街道(S)及び塩場を直轄しており、中にはさらに 96 個の行政村と 4 つの居民委員会がある。
65 歳以上の高齢者数は 3,639人、高齢化率は既に 10％を超えている。S街道は Q港区行政中心の所在
地であり、商業貿易と文化の中心地でもある。12個の行政村と４つの社区居民委員会が所轄し、総人
口は約 6万人、高齢化率は 7.0%を占める。華僑の故郷としてよく知られ、現在 5万人以上の華僑が海
外に定住している。歴史上では庄氏宗族の集落地であり、今でも 4万人超の庄氏が地元に住んでいる。 
Ⅲ．結果  
●華僑(宗族)の故郷としての特色 
 S 街道では、鎮中心衛生院(病院)や高齢者活動センター及び Q 港区第 3 実践小学校が設置されてい
る。他に 5 つのプロジェクトが組織されており、「就労」「居住」「救貧」「医療・保険」「修学補
助」などが優先的に実施されている。毎年 100 万元以上の経費が投入され、住民(宗民)に対して技術
研修や就労支援などといったサービスが無料で提供されている。宗族内部では、新たな奨学金制度を
設けている。大学へ進学できた人に一時的、まだ生活困難な家庭の子供には定期的に奨学金を出すこ
とにしている。教育資金も設立されており、資金源は宗親や華僑らの寄付金より賄われている。また、
族譜を修繕したことで、小地域の宗族ネットワークが形成され、地域資源の調達、情報交換や見守り
活動など宗親族自らが支えあい、活動を活発に行っている。 
●経済の発展に伴う社会事業及び地域福祉への展開 
 また、生活困窮者への救貧措置として 6,000 万元以上の資金が投入されている。現在、約 96％
の農民(宗民)は健康保険である新農合医療保険に加入している。全区に於ける一人平均居住面積
は 2000 年よりも 30 平方メートル増加傾向にあり、農民(宗族)一人当たりの純収入は 4 年連続し
て大幅に増えている。宗族の長老会のメンバーらは、定期的或いは不定期に宗親の家を訪問した
り、ニーズキャッチを行ったり、家庭内外の生活問題及び宗族間の問題が発生した場合には、的
確な判断で素早く解決に至ったりして、宗親族らに多大な信頼を得ている。コミュニティワーク
のような機能を果たしている。 
 
 
 
 
 
表１  中国の GDP 推移     
   1992年   1997年 2000年 2002年  2008年 
GDP総額 （億
ドル）  
4,830 8,980 10,800 12,370 42,220 
世界第 3位 
１人平均 
GDP（ドル） 
415 730 855 960 2,520 
表１→出典： 中国統計年表算出（香港を除く） 
表 2→参考文献：JETRO 中国数据文献 2003/2004 年版より 
 
表 2 中国の人口構造の推移  単位：万人 
 2003年  2008年  
項目  年末人
数  
割合
（%）  
年末人
数  
割合
（%）  
全国総人口  129,227 100 132,802 100 
内：農村人口  52,376 40.53 72,135 54.3 
内：1～14歳  28,559 22.1 25,166 19.0 
65歳以上  9,692 7.5 10,956 8.3 
 
